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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年8月29日(2013.8.29)

【公表番号】特表2013-501095(P2013-501095A)
【公表日】平成25年1月10日(2013.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2013-002
【出願番号】特願2012-522998(P2012-522998)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  77/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/053    (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  77/06    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/053   　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月12日(2013.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）（ａａ）ｉ）炭素原子８～２０個を有する芳香族ジカルボン酸および炭素原子４～
２０個を有する脂肪族ジアミン；
　　からなる群のうちの１種または複数種から選択されるモノマーから誘導される半芳香
族反復単位約５０～約９５モル％；および
　　（ｂｂ）ｉｉ）炭素原子６～２０個を有する脂肪族ジカルボン酸および炭素原子４～
２０個を有する前記脂肪族ジアミン；および
　　　　　　ｉｉｉ）炭素原子４～２０個を有するラクタムおよび／またはアミノカルボ
ン酸；
　　からなる群のうちの１種または複数種から選択されるモノマーから誘導される脂肪族
反復単位約５～約５０モル％；
　を含む、（ＩＶ）群ポリアミドと、
　融点を持たず、かつポリ（ヘキサメチレンイソフタルアミド／ヘキサメチレンテレフタ
ルアミド）（６Ｉ／６Ｔ）およびポリ（ヘキサメチレンイソフタルアミド／ヘキサメチレ
ンテレフタルアミド／ヘキサメチレンヘキサンジアミド）（６Ｉ／６Ｔ／６６）からなる
群から選択される（ＶＩ）群ポリアミドと、
からなる群から独立して選択されるポリアミド樹脂；
　Ｂ）２個を超えるヒドロキシル基を有し、かつ２０００未満の数平均分子量（Ｍn）を
有する、１種または複数種の多価アルコール約０．２５～約１５重量％；
　Ｃ）１種または複数種の補強剤０～６０重量％；
　Ｄ）反応性官能基および／またはカルボン酸の金属塩を含むポリマー強化剤０～５０重
量％；
を含む、熱可塑性組成物であって、
　前記重量％が前記熱可塑性組成物の全重量に対するものであり；かつ前記ポリアミド樹
脂が、少なくとも約７０ミリ当量／ｋｇのアミン末端を有する、熱可塑性組成物。
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【請求項２】
　前記ポリアミド樹脂が、（ＩＶ）群ポリアミドである、請求項１に記載の熱可塑性組成
物。
【請求項３】
　前記ポリアミド樹脂が、（ＶＩ）群ポリアミドである、請求項１に記載の熱可塑性組成
物。
【請求項４】
　前記ポリアミド樹脂が、少なくとも約８０ミリ当量／ｋｇのアミン末端を有する、請求
項１に記載の熱可塑性組成物。
【請求項５】
　前記１種または複数種の多価アルコールが、トリペンタエリトリトール、ジペンタエリ
トリトールおよび／またはペンタエリトリトールから選択される群から選択される、請求
項１に記載の熱可塑性組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
【表１】

　本出願は、特許請求の範囲に記載の発明を含め、以下の発明を包含する。
（１）　Ａ）（ａａ）ｉ）炭素原子８～２０個を有する芳香族ジカルボン酸および炭素原
子４～２０個を有する脂肪族ジアミン；
　　からなる群のうちの１種または複数種から選択されるモノマーから誘導される半芳香
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族反復単位約５０～約９５モル％；および
　　（ｂｂ）ｉｉ）炭素原子６～２０個を有する脂肪族ジカルボン酸および炭素原子４～
２０個を有する前記脂肪族ジアミン；および
　　　　　　ｉｉｉ）炭素原子４～２０個を有するラクタムおよび／またはアミノカルボ
ン酸；
　　からなる群のうちの１種または複数種から選択されるモノマーから誘導される脂肪族
反復単位約５～約５０モル％；
　を含む、（ＩＶ）群ポリアミドと、
　融点を持たず、かつポリ（ヘキサメチレンイソフタルアミド／ヘキサメチレンテレフタ
ルアミド）（６Ｉ／６Ｔ）およびポリ（ヘキサメチレンイソフタルアミド／ヘキサメチレ
ンテレフタルアミド／ヘキサメチレンヘキサンジアミド）（６Ｉ／６Ｔ／６６）からなる
群から選択される（ＶＩ）群ポリアミドと、
からなる群から独立して選択されるポリアミド樹脂；
　Ｂ）２個を超えるヒドロキシル基を有し、かつ２０００未満の数平均分子量（Ｍn）を
有する、１種または複数種の多価アルコール約０．２５～約１５重量％；
　Ｃ）１種または複数種の補強剤０～６０重量％；
　Ｄ）反応性官能基および／またはカルボン酸の金属塩を含むポリマー強化剤０～５０重
量％；
を含む、熱可塑性組成物であって、
　前記重量％が前記熱可塑性組成物の全重量に対するものであり；かつ前記ポリアミド樹
脂が、少なくとも約７０ミリ当量／ｋｇのアミン末端を有する、熱可塑性組成物。
（２）　前記ポリアミド樹脂が、（ＩＶ）群ポリアミドである、（１）に記載の熱可塑性
組成物。
（３）　前記ポリアミド樹脂が、（ＶＩ）群ポリアミドである、（１）に記載の熱可塑性
組成物。
（４）　前記ポリアミド樹脂が、少なくとも約８０ミリ当量／ｋｇのアミン末端を有する
、（１）に記載の熱可塑性組成物。
（５）　前記１種または複数種の多価アルコールが、トリペンタエリトリトール、ジペン
タエリトリトールおよび／またはペンタエリトリトールから選択される群から選択される
、（１）に記載の熱可塑性組成物。
（６）　前記樹脂組成物が、炭酸カルシウム、円形および非円形断面を有するガラス繊維
、ガラスフレーク、ガラスビーズ、炭素繊維、タルク、マイカ、珪灰石、か焼クレー、カ
オリン、珪藻土、硫酸マグネシウム、ケイ酸マグネシウム、硫酸バリウム、二酸化チタン
、炭酸ナトリウムアルミニウム、バリウムフェライト、チタン酸カリウムおよびその混合
物からなる群から選択される１種または複数種の補強剤を含む、（１）に記載の熱可塑性
組成物。
（７）　前記ポリアミド組成物が、原子吸光分光法で決定された２５ｐｐｍ未満の銅を含
む、（１）に記載の熱可塑性組成物。
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